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概要

２０１６年１２月２２日（木）１６時３０分～１７時３０分

東北大学 情報科学研究科棟 中講義室

丸橋弘治（株式会社富士通研究所・知識情報処
理研究所・人工知能研究センター・シニアリサー
チャー）

テンソル分解を用いた大規模実データ分析

ネットワーク通信ログやＷｅｂアクセスログ、ＰＯＳデータと
いった、人や機器などの要素間関係を記録したデータから、
不正行為などを発見することが、セキュリティやマーケティ
ングなどの分野で求められている。本講演では、要素間関
係を表すデータをテンソルとみなし、テンソル分解を用いて
要素間関係の分布をモデル化することにより、特徴的な要
素間関係を検知する、いくつかの事例を紹介する。また、
近年注目を浴びているDeep Learningを応用した、要素間
関係分析の試みも紹介する。

http://www.math.is.tohoku.ac.jp/~project/


